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びしょ濡れでも負けない！全力の水かけバトル
　桝水高原にて７月26日（土）、フェスティバル・ディア・マスミズ2025が開催されました。町制20周年記念・水かけ祭り
ではキッズが大集合！詳しくは、まちのわだい（４ページ）をご覧ください。
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□貴重品（通帳、印鑑、保険証、現金等）
□非常食　　□飲料水
□救急用品（絆創膏、包帯、常備薬等）
□下着、着替え　
□タオル、ウェットティッシュ
□ラジオ　　□電池　　□懐中電灯
□ヘルメット、防災ずきん
□携帯用トイレ
□携帯電話（充電器も忘れずに）
※ 幼児のいる家庭は、ミルクや紙おむつ
なども用意。

□飲料水３日分
□ 非常食３日分（ご飯（アルファ
米）、ビスケット、板チョコ、
乾パンなど）

□ティッシュ
□トイレットペーパー
□マッチ、ろうそく
□カセットコンロ　など

□ 家具が転倒しないように壁に
固定。

□ 寝室や子ども部屋の家具は最
小限。置く場合は、背の低い
家具にして、倒れたときに出
入口をふさがないように、向
きや配置を工夫。

□ 手の届く場所に、懐中電灯、
スリッパ、ホイッスルを準備。

9月1日は
「防災の日」

災
害
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」、
8
月
30
日
か
ら
9
月
5
日

ま
で
は
防
災
週
間
で
す
。
こ
こ
数
年
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災

害
や
地
震
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
突
発
的
に
降
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
線

状
降
水
帯
に
よ
る
長
時
間
の
大
雨
、
そ
し
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
リ
ス
ク
も
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
し
た
。

　
伯
耆
町
に
暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
こ
う
し
た
災
害
は
決
し
て
他
人
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
も
の
時
に
、
命
を
守
る
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
、
一

人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

警戒
レベル 避難情報など

5 緊急安全確保
直ちに身の安全を確保しましょう

4
避難指示

全員、速やかに危険な場所から
避難しましょう

3
高齢者等避難

避難に時間を要する人（高齢者、
障害のある人、乳幼児など）と
その支援者は危険な場所から避難
しましょう

2 災害に備え、ハザードマップ等で
避難行動を確認しましょう

1 気象情報に注意しましょう

※警戒レベル5・4・3は市町村が発令
※警戒レベル2・1は気象庁が発令

非常持出品の準備 食料・飲料の備え

家具の置き方の工夫

日ごろから災害に備えましょう

「備え」チェックリスト

防災
週間 特

集

P
I
C
K
U
P
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［対　　　象］町内対象建築物に居住する建物所有者（法人除く）
［対象建築物］・平成12年５月31日以前に建築された木造住宅
　　　　　　・耐震診断の結果、耐震性が低い（上部構造評点等が1.0未満）と判断されたもの
［耐震改修までの流れ］

　地震を感知した際に自動でブレーカーを落とし火災を防ぐ感震ブレーカーの購入および設置費用を補助し
ます。（高齢者等特例あり）
［補助内容］

感震ブレーカーの種類 補助率 補助上限
分電盤タイプ 補助対象経費の1/2の額 ２万円
簡易タイプ、コンセントタイプ 補助対象経費の1/2の額 ７千円

被害状況や避難情報、避難所一覧などが確認できます。
ぜひご利用ください。

そのほか、家具転倒防止や屋根瓦耐震・耐風改修に関する補助金も取り扱いがあります。
補助金について、申請・相談等ありましたら下記問い合わせ先までご連絡ください。

　伯耆町区長協議会では、９月に避難訓練を実施しています。
訓練実施の有無や内容は集落によって異なりますが、訓練が
実施される集落は、家族、近所の人に声をかけてぜひご参加
ください。※午前８時に訓練用の放送が流れます。

９月は伯耆町防災訓練月です

伯耆町の耐震対策を紹介します

災害時の情報ツール

伯耆町では、安全で安心な町づくりを目指し、さまざまな支援を行っています。
いつ起こるかわからない災害に備え、命を守るための対策をぜひご検討ください。

気象情報や、町からの避難等情報を確認
しましょう。自分に合った情報入手方法
を見つけておくことが大切です。いざと
いうときに備えて、平常時から複数の手
段を試し、使い慣れておきましょう。

木造住宅の耐震補助

感震ブレーカー設置

雨や台風が近づいてきたら確認

お役 情報立ち
ハザードマップ
防災のしおり

あんしん
トリピーメール

Yahoo!
防災速報アプリ

防災サービス
アプリ集

耐震診断（無料） 耐震設計 耐震改修

特
　
集

P
I
C
K
U
P

総務課 0859-68-3111問い合わせ先
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み
ぞ
く
ち
テ
ラ
ソ
に
て
7
月
11
日
（
金
）、「
伸

び
の
び
ト
ー
ク
in
伯
耆
町
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
平
井
県
知
事
や
小
澤
町
長
、
み
ぞ

く
ち
テ
ラ
ソ
の
会
員
4
名
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
谷
口
会
長
、
み
ぞ
く
ち
テ
ラ
ソ
の
仲
村
支

配
人
、
県
や
町
の
職
員
が
参
加
し
、
株
式
会
社
ル

ネ
サ
ン
ス
か
ら
派
遣
を
受
け
て
い
る
清
水
起
業
人

の
進
行
で
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策
や
健
康
増

進
な
ど
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
平
井
知
事
は
「
伯
耆
町
は
全
国
や
全
県
に
比

べ
て
高
齢
化
率
は
高
い
が
要
介
護
発
生
率
が
低

い
。
伯
耆
町
の
取
り
組
み
は
モ
デ
ル
と
し
て
全
県

に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
ち
∞
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
7
月
24
日

（
木
）、
岸
本
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
住
民
や
町
長
、
役
場
職
員
を
含

め
て
15
人
が
参
加
。
ま
ち
の
現
状
や
課
題
な
ど
に

つ
い
て
、
町
長
ら
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
「
法
人

だ
け
で
な
く
家
族
農
業
や
兼
業
農
家
も
支
援
し

て
ほ
し
い
」「
通
学
路
付
近
の
空
き
家
対
策
を
し

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
小

澤
町
長
は
「
気
づ
か
ぬ
課
題
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
三
徳
興
産
は
7
月
16
日
（
水
）、
長

年
に
わ
た
る
除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
地
域
貢
献

活
動
が
評
価
さ
れ
、
町
長
よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
株
式
会
社
三
徳
興
産
は
、
伯
耆
町
の

水
道
施
設
周
辺
の
除
草
活
動
を
20
年
間
に
わ
た
り

継
続
し
て
実
施
。
今
回
の
表
彰
は
、
継
続
的
か
つ

献
身
的
な
活
動
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
表
彰
を
受
け
て
長
谷
川
会
長
は
「
町
長
か

ら
直
接
表
彰
し
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
。
一
緒
に
い

い
町
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
桝
水
高
原
に
て
7
月
26
日
（
土
）、フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
・
デ
ィ
ア
・
マ
ス
ミ
ズ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
町
制
20
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
今
年
の
祭
り
で
は
、
例
年
の
盆
踊
り
大
会
や

バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
に
加
え
、
桝
水
地
蔵
水
か
け
祭

り
を
開
催
。
子
ど
も
た
ち
は
水
鉄
砲
を
片
手
に
、

会
場
を
走
り
回
り
な
が
ら
水
か
け
バ
ト
ル
を
楽
し

み
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
最
後
に
は
天
空

花
火
大
会
が
行
わ
れ
、
色
と
り
ど
り
の
花
火
が
夜

空
を
照
ら
し
、
夏
の
思
い
出
に
残
る
特
別
な
1
日

と
な
り
ま
し
た
。

伸
び
の
び
ト
ー
ク
in
伯
耆
町

ま
ち
∞
未
来
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（木）
7 247 24

（金）
7 117 11

除
草
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

事
業
所
を
表
彰

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
デ
ィ
ア
・

マ
ス
ミ
ズ
２
０
２
５

（水）

（土）

7 16

7 26

7 16

7 26

ま
ち
の
わ
だ
い

T
O
P
I
C
S

▶
表
彰
状
を
授
与
し
た
長
谷
川
会
長（
写
真
右
）

▶
全
員
び
し
ょ
濡
れ
！

夢
中
で
楽
し
む
水
か
け
バ
ト
ル

▶
意
見
交
換
後
の
記
念
撮
影

▶
ま
ち
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
し
た
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お
し
ら
せ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

地元のグルメとステージイベントで盛り上がる「伯耆にぎわい
フードマルシェ」が今年も開催されます。皆さまお誘い合わせの
うえ、ぜひご来場ください。

おいしい！たのしい！が集まる 伯耆にぎわいフードマルシェ

と き ９月28日日　10：00～14：30
と こ ろ 植田正治写真美術館横　テラスザダイセン周辺

内 容 ○屋台やキッチンカーの出店
○音楽や大道芸、ダンスなどのステージイベント
○ドローン操縦体験や警察車両の体験搭乗
○イベントの最後に…
　山陰の味「大山ハム」製品が当たるジャンケン大会

◀伯耆町
　ホームページ

秋の全国交通安全運動

美術館周辺にぎわい創出実行委員会事務局（企画課経営企画室内）
0859-68-4212問い合わせ先

大山ハム ゲット
ジャンケン大会!!

運動期間：９月21日日～30日火
目的
秋口における日没時間の急激な早まりによ

り、例年夕暮れ時や夜間に交通事故が多発し、
歩行中・自転車乗用中の死亡事故が増加するこ
とが予想されます。
町民一人ひとりが、交通ルールの遵守と正し

い交通マナーの実践を習慣づけ、交通事故を防
止しましょう。

運動の重点
• 歩行者の安全な道路横断方法等の実践と反射材
用品や明るい目立つ色の衣服等の着用促進

• ながらスマホや飲酒運転等の根絶と夕暮れ時の
早めのライト点灯やハイビームの活用促進

• 自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルール
の理解・遵守の徹底とヘルメットの着用促進

企画課 経営企画室 0859-68-4212問い合わせ先

交通事故死ゼロを目指す日 ９月30日火
国民一人一人が交通事故に注意して行動することによ
り、交通事故の発生を抑止することを目的として実施し
ます。

町民みんなで交通安全に
心がけましょう
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お
し
ら
せ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

人権尊重の気持ちを町内に広めるため、今年も児童・生徒と一般の方を対象に人権啓発標語を募集し
ました。応募いただいた823点の中から、選考委員会での審査の結果、次のとおり入選作品が選ばれま
したので報告します。たくさんのご応募ありがとうございました。

令和７年度 伯耆町人権啓発標語 入選作品

教育委員会事務局 人権政策室 0859-62-0713問い合わせ先

小
学
校

下
学
年
の
部

あいさつしたら みんなともだち またあした

ごめんねと いえるこころで ひろがる わ

わらいあおう え顔はみんなの たからもの

「あそぼうよ」 なかよくなれる あいことば

自分も大すき みんなずっとだいすき

「ごねんね」と ちゃんといわないと つたわらない

かなしそう かたとんとんして だいじょうぶ

そらをみて いろいろなくもが わらってる みんなであそぶ たのしいじかん

あいさつは なかよくなれる おまじない

「なんでないてるの」 そばにすわるよ

あれ？ いまのことば ちくちくことばだったかも

わらわない 人のしっぱい なぐさめる

岸本小１年　野
の

口
ぐち

源
げん

司
じ

岸本小１年　野
の

坂
ざか

悠
はる

人
と

岸本小３年　山
やま

川
かわ

凜
り

桜
お

八郷小２年　髙
たか

子
す

栄
はる

翔
と

二部小３年　前
まえ

田
だ

結
ゆう

陽
ひ

溝口小１年　小
こ

林
ばやし

茉
ま

叶
かな

岸本小１年　手
て

嶋
しま

洸
こう

惺
せい

岸本小１年　丸
まる

瀬
せ

芽
め

依
い

八郷小２年　池
いけ

田
だ

詩
うた

二部小２年　葉
は

狩
がり

瑠
る

莉
り

溝口小１年　加
か

藤
とう

健
たける

溝口小３年　松
まつ

本
もと

　さくら

小
学
校

上
学
年
の
部

ごめんなさい わざとじゃなくても あやまろう

ねえ聞いて ぼくは青よりピンク好き

気づこうよ 笑顔のあの子の S
エスオーエス

O S

なかないで ひとりじゃないよ みんながいるよ

困ったとき みんながいるよ すぐ呼んで

ごめんなさい いえた気持ち さいこうだ!!

比べない 一人一人の 色がある

思いやり 素敵な花を 咲かせよう

「大じょうぶ」 この一言で ほっとする

これでいいかな 相手のことも 考えよう

変なうわさを コソコソ言うのは やめようよ

じょう談や 軽い言葉で 深いきず

岸本小４年　山
やま

澤
ざわ

　こなつ

岸本小５年　伊
い

藤
とう

結
ゆい

子
こ

岸本小６年　遠
えん

藤
どう

花
はな

八郷小６年　久
く

保
ぼ

美
み

由
ゆ

紀
き

二部小６年　住
すみ

田
だ

凱
かい

士
と

溝口小６年　長
は

谷
せ

川
がわ

莉
り

大
た

岸本小５年　幅
はば

田
た

陽
ひ

菜
な

岸本小６年　安
あ

達
だち

心
ここ

花
は

八郷小５年　笹
ささ

間
ま

花
か

澄
すみ

二部小５年　山
やま

根
ね

壯
たけ

仁
ひと

溝口小５年　大
おお

下
した

徳
とく

之
の

助
すけ

溝口小６年　藤
ふじ

原
はら

　あさひ

中
学
校
の
部

だめだよと 言える勇気と あたたかさ

気をつけて！ ココロの風船 割らないように

つくろうよ 差別のない町 伯耆町

思い知る 親しき仲にも 礼儀あり

思いやり 行動にしないと いみがない

見ないふり それっていじめの 共犯者？

ふみ出そう 笑顔の町への 第一歩

見てるだけ それで差別は なくならない

岸本中１年　椿
つばき

真
ま

琴
こと

岸本中２年　山
やま

本
もと

凪
なぎ

紗
さ

岸本中３年　﨏
さこ

田
だ

宙
そら

溝口中３年　杉
すぎ

原
はら

奈
な

月
つ

美
み

岸本中２年　宮
みや

崎
ざき

玲
れ

季
い

岸本中２年　大
おお

垣
がき

小
こ

夏
なつ

溝口中２年　車
くるま

彩
さ

也
や

夏
か

溝口中３年　山
やま

根
ね

千
ち

明
あき

一
般
の
部

「おいお前」 私の名前は お前じゃない

その言葉 孫に諭され はっとする

親の背中を見て育つ 子の人権意識

ネット社会 顔が見えずに言いたい放題 その一通で傷つく誰か

畑池　高
たか

野
の

喜
よし

子
こ

駅前　大
おお

草
ぐさ

智
とも

子
こ

根雨原　井
いの

上
うえ

望
のぞむ

日本生命 日野営業部　西
にし

村
むら

典
のり

子
こ
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ボランティア活動を通じて、自らの生きがいや健康づくりを図り、いつまでも地域でいきいきとした
暮らしができることを目的に開催します。皆さまぜひご参加ください。

健康運動アドバイザー養成講座と
地域支援ボランティア養成研修参加者募集

申込締切 ９月16日火
参 加 費 無料

そ の 他 受講者には、第１回までに内容や持ち物などを文書でお知らせします。

日時
内容健康運動アドバイザー

養成講座
地域支援ボランティア

養成研修

第
１
回

10月１日水
13：15～14：45

・オリエンテーション
・「健康寿命を延ばすために今できること

～運動と社会参加の重要性について～」

10月１日水
14：55～15：40

「伯耆町の現状、介護保険制度、
介護保険外のサービスについて」

第
２
回

10月15日水
13：30～15：00

「認知症を正しく学び応援者になろう！」
（認知症サポーター養成講座）

第
３
回

10月27日月
13：30～15：30

「相手とよりよい関係を作るための
コミュニケーションスキル」

第
４
回

11月13日木
13：30～15：00

「認知症予防プログラムについて学ぶ
～運動編・知的活動編～」

11月19日水
13：30～15：20

「元気に楽しく、こころとからだの健康づくり
～やる気を引き出すひと工夫～」

第
５
回

11月26日水
13：30～15：00

・「ボランティア活動の心構え、
～伯耆町ボランティアセンターの活動について～」

・修了式

対象者 定員

健康運動アドバイザー養成講座
町内に在住または勤務している人で、運動や健康
づくりに関心がある人または地域のボランティア
に関心がある人

10名

地域支援ボランティア養成研修 ボランティア活動に関心がある町民 15名

※それぞれ原則５回の参加が可能な人　　※２つを重複して受講することも可能

◆対象者および定員（先着順）

◆研修の日程（全５回）開催場所：伯耆町農村環境改善センター

健康運動アドバイザー養成講座に関すること　健康対策課
0859-68-5535

地域支援ボランティア養成研修に関すること　伯耆町社会福祉協議会
ボランティアセンター　 0859-68-4635

申込・問い合わせ先

HOUKI-TOWN Publ ic re la t ions  No. 249  2 025 September
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インフルエンザとコロナウイルス感染症の予防接種の助成を行います。接種券および助成券は９月末
に送付します。

接種金額から助成額（1,000円）をひいた金額を窓口で
お支払いください。

※ いずれの年代の人も生活保護受給者は全額助成となり自己負担はありません。
　 詳しくは、個人宛に送付する案内、または町HPをご覧ください。

令和７年度
インフルエンザとコロナウイルス感染症の予防接種について

健康対策課 健康増進室 0859-68-5536問い合わせ先

インフルエンザ予防接種 一律：1,000円
コロナウイルス感染症
予防接種

課税世帯：4,500円
非課税世帯：1,600円

13歳未満の人 1回1,000円の助成（2回まで）
13歳～64歳の人 1回1,000円の助成

◆満65歳以上の人の自己負担金 ◆65歳未満の人への助成（インフルエンザ予防接種のみ）

がん征圧月間

と き ９月９日火　13：30～15：30 ところ とりぎん文化会館

内 容 県知事表彰
特別講演「肝癌撲滅を目指して～ウイルス肝炎だけでなく生活習慣病から肝癌へ!? ～」
講師：満田朱理先生（千代美の森おなかと内科のクリニック）

日本人の死亡原因第1位は「がん」であり、死亡者は年々増加しています。がん征圧月間中は、がん
予防に対する意識啓発を目的として、がん征圧全国大会ほか、全国で様々な広報行事が開催され、適切
な予防や早期発見、早期治療を呼びかけています。

健康対策課 健康増進室 0859-68-5536問い合わせ先

◆第53回鳥取県がん征圧大会 毎年９月は
「がん征圧月間」

です

国勢調査ご協力のお願い

企画課 町づくり推進室 0859-68-3113問い合わせ先

令和７年10月１日を基準日として、国勢調査が実施されます。調査結果は、防災対策や少子高齢化対
策、過疎対策などの重要課題に対する施策などに活用します。国勢調査へのご回答をよろしくお願します。

調査員が世帯を訪問し、調査書類を配布
します。もれなく・重複なく調査を行うた
めに、訪問時に代表者の氏名と世帯人数を
おたずねします。

紙の調査票での回答のほか、パソコンやスマートフォ
ンなどからインターネット回答を行うことができます。
ぜひご活用ください。

◆９月下旬から調査員が訪問します ◆便利なインターネット回答をご利用ください

◀鳥取県
　保健事業団

広報ほうき〈No.249〉令和7年9月号
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障がいがある人やその家族の経済的負担を軽減するため、各種手当を支給しています。
これらの手当を受給している人は、９月11日木までに所得状況届の提出が必要です。対象者には文

書を送付しています。この届を提出されない場合、令和７年８月以降の手当を受けられなくなることが
ありますので、ご注意ください。

手続きの方法等、詳しくは町ホームページをご覧ください。

障がいのある人への各種手当
（特別児童扶養手当、特別障害者手当、障害児福祉手当）

福祉課 福祉支援室 0859-68-5534問い合わせ先

対 象 者 20歳未満で、精神または身体に中程度以上の障がいがある児童を家庭で監護、養育して
いる父母など

対 象 外 ・児童、父母または養育者の住所が国内にないとき
・ 支給対象の児童が、障がいを事由に年金を受け取ることができ
るとき

・ 支給対象の児童が、児童福祉施設など（通園・通所施設は除く）に
入所しているとき

特別障害者手当の対象者 20歳以上で、精神または身体に著しく重度
の障がいを有するため、日常生活で常時介護
を必要とする人

障害児福祉手当の対象者 20歳未満で、精神または身体に重度の障が
いを有するため、日常生活で常時介護を必要
とする人

手当額・支給日 ※本人、扶養義務者の所得制限があります。

手当額・支給日

◆特別児童扶養手当

◆特別障害者手当・障害児福祉手当

１級 ２級

手当額
（児童１人あたり） 月額：56,800円 月額：37,830円

支給日 ４、８、11月の各月11日
※土日祝日のときは、その前日の平日

特別障害者手当 障害児福祉手当

手当額 月額：29,590円 月額：16,100円

支給日 ２、５、８、11月の各月10日
※土日祝日のときは、その前日の平日

支給制限

・ 本人、扶養義務者の所得
制限があります

・ 施設または病院に３か月
以上継続して入所・入院
している場合などは支給
されません

・ 本人、扶養義務者の所得
制限があります

・ 施設入所や障がいを事由
とする年金を受け取るこ
とができる場合などは支
給されません

HOUKI-TOWN Publ ic re la t ions  No. 249  2 025 September
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交通事故・金銭・土地建物・公害・家庭の問題で
お困りの人は、調停委員がご相談に応じます。お気
軽にお越しください。
◆と　　き： ９月28日日

10：30～15：00（10：00開場）
◆と こ ろ：米子コンベンションセンター３階
◆日　　程： 10：30～11：00　調停制度セミナー
　　　　　　講師：米子地区調停協会会長
　　　　　　　　　足立珠希　弁護士
　　　　　　11：00～15：00　個別調停相談
　　　　　　※最終締切　14：30
◆参 加 料：無料
◆定　　員：30人（先着）
問い合わせ先

鳥取県地方裁判所
米子支部 庶務課

0859-22-2205

調停手続相談およびセミナーのご案内

農林水産省では、食品の適正な価格形成に向けて、食べ物や値段のこ
とをみんなで一緒に考える「フェアプライスプロジェクト」を進めてい
ます。
生産資材の価格高騰によるコストの上昇により、農林漁家の経営が厳

しい状況が続くなか、「売る人にも、買う人にも、育てる人にも、フェ
アでいい値」について考えてみませんか？詳しくは、プロジェクトの
ホームページをご覧ください。
⎡｜⎣

農林水産省ホームページ
https://www.maff .go.jp/j/shokusan/fair-price-project/
問い合わせ先

中国四国農政局 鳥取県拠点　 0857-22-3227

フェアプライスプロジェクトのお知らせ

米子公証役場では、公証週間内（10月１日～７日）
の取り組みとして、休日法律相談および平日の相談
時間延長を行います。
◆と　　き：○休日法律相談
　　　　　　　10月４日土　９：00～16：00
　　　　　　○平日の相談時間の延長
　　　　　　　 10月１日水から10月７日火

平日18：00まで相談時間延長
◆と こ ろ：米子公証役場
◆内　　容： 公正証書作成にかかる遺言、任意後見、

離婚（慰謝料・養育費等）などに関し
て、公証人が相談に応じます。

◆料　　金：無料
◆予約方法：電話（事前予約要）
　　　　　　平日９：00～17：00受付
問い合わせ先

米子公証役場
0859-32-3399

公証週間休日法律相談

◀ 農林水産省ホームページ

伯耆町の未来について、
伯耆町長と意見交換をしませんか？
お気軽にお申し込みください。

問い合わせ先：企画課 町づくり推進室 0859-68-3113

対 象 者 伯耆町内の集落または町内団体
（参加者が５名から20名程度）

伯耆町の未来について、

伯耆町長と語ろう!!
まち∞未来CAFÉまち∞未来CAFÉ

「ほっと」
「うきうき」

参加者
募集中

広報ほうき〈No.249〉令和7年9月号
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　国際アルツハイマー病協会が、世界保健機関と共同で毎年９月21日を『世界アルツハイマーデー』、９月を
『世界アルツハイマー月間』と定め、世界中で認知症への正しい理解が進むように、啓発活動が行われています。
　伯耆町ではこの月間に伴い、多くの方に認知症への関心と正しい理解を深める機会となる
よう、下記の場所で認知症に関する特設展示や啓発イベントを行います。
　皆様のご参加をお待ちしています。

問い合わせ先 伯耆地域包括支援センター（健康対策課 生活相談室内） 0859-68-4632

９月は世界アルツハイマー月間です
～特設展示・イベントのお知らせ～

啓発イベント
と　き ところ 内　容

9月17日（水）
10：30～11：30 溝口公民館 ３階 大会議室 「あたまイキイキ音読教室」

内容：認知症に関する詩の音読
9月 6日（土）
 　20日（土）
 　27日（土）
10：00～12：00

ロイヤルシティ 大山リゾート
ウェルカムオフィス

・オレンジの花を用いた栞づくりワークショップ
・認知症の本人メッセージ動画上映
※20日はキャンドル・サシェ作りワークショップも開催

9月24日（水）
9：30～11：30

つどいカフェ（サービス付き高齢
者向け住宅 あゆみ 交流室）

大山リハビリテーション病院
富田院長による講話

鳥取県西部地震から25年の今年は、ウインズ米
子に防災フェスタがやってきます。「もしも」のと
きにあわてずに行動できるように、防災について楽
しく学び、災害への備えをはじめましょう。
◆と　　き： ９月20日土　10：00～15：00
◆と こ ろ： ウインズ米子（米子市大崎3602-3）

※入場無料
◆内　　容：・ 倒壊家屋、事故車両からの救助訓練
　　　　　　・はたらく車の大集合
　　　　　　・ 見て、体験して、楽しく学べる

「ぼうさいブース」
　　　　　　・キッチンカー「グルメゾーン」

など
※ 当日の気象状況等によっては、イベントを中止す
る可能性があります。

※ 最新の情報は、鳥取県公式ホームページでご確認
ください。

問い合わせ先

鳥取県危機管理部危機対策・情報課
0857-26-7878

とっとり防災フェスタ2025
住宅火災による死者数のうち65歳以上の高齢者

が７割を超えています。様々な火災の中でも、特に
住宅で発生する火災で多数の死者が出ており、その
出火原因は、たばこ、ストーブ、こんろ、電気機器
など、生活する上で身近にある機器が多くを占めま
す。日頃から住宅防火対策を心がけましょう。
◆住宅防火対策の４つの習慣

問い合わせ先

鳥取県西部広域行政管理組合消防局予防課
0859-35-1954

住宅火災に注意

② ストーブの周りに燃えやすいも
のを置かない。

① 寝たばこは絶対にしない、させ
ない。

③ こんろを使うときは火のそばを
離れない。

④ コンセントはほこりを清掃し、
不必要なプラグは抜く。
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認知症地域支援推進員活動報告

オレンジ通信
～地域でともに～

Vol.13

特設展示など　
詳しくはこちら▶

 詳しくはこちら▶
（ 鳥取県危機管理部危機対策・情報課
ホームページ）
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９月５日（金）
親子ヨガ

10：00～11：30
９月９日（火）

栄養士相談の日
10：00～11：30
９月10日（水） マタニティー＆

ベビーひろば10：00～11：30

９月11日（木）
出張子育て支援センター
（溝口保育所園開放日）
※ パルプラスオン内での子育て
支援センターはお休みです。 9：00～11：30

９月12日（金）
ベビーマッサージ

10：00～11：30
９月13日（土）

にこにこ土曜日
 9：00～11：30
９月16日（火）

出前親子絵本タイム
10：30～11：30
９月17日（水） ファーストシューズの

選び方10：00～11：30
９月18日（木）
９月19日（金） わくわくひろば　０才

わくわくひろば　１才～10：00～11：30
９月25日（木） お外で遊ぼう

（こどもパル園開放日） 9：30～10：30
９月27日（土）

にこにこ土曜日
 9：00～11：30
上記以外の
ポイントデー ３日（水）

すくすくだより

・ イベントがあるとき以外は、平日毎日、
どなたでもご利用できます。

・ イベントの詳しい内容は「すくすくだ
より」に掲載しています。HP・各保
育所・図書館等で読むことができます。

・ イベントの内容によっては、事前の申
し込みが必要です。

と こ ろ 子育て支援センター

開館時間 平日９：00～11：30、13：30～16：00
土曜日９：00～11：30

問い合わせ先 子育て支援センター（パルプラスオン内）
 0859-39-8011

昨今の介護休業法改正に伴い、職場や家庭におけ
る適切な対応が求められています。改正の要点を整
理し、安心して働きながら家族介護を行うためには
どうすれば良いかを学ぶセミナーです。
◆と　　き：９月24日水　14：00～15：30
◆と こ ろ：米子市立図書館　２階　研修室
◆対 象 者： 管理者、労務担当者、労働者、求職者、

一般の方など興味がある人
　　　　　　※ 求職活動中の人は証明書を準備しま

す。申込時にお知らせください。
◆テ ー マ： ご存じですか？

『介護休業法改正のポイント』

◆講　　師：紙
かみ
徳
とく
皓
こう
一
いち
さん（特定社会保険労務士）

◆定　　員：50名（要予約・先着順）
◆参 加 料：無料
◆申込方法：電話・FAX・QRコード
申込・問い合わせ先

鳥取県中小企業労働相談所みなくる米子
（平日９：00～17：30）

0859-31-8785
0859-21-0034

家族介護と仕事の両立支援セミナー

日野川河川内に繁茂する樹木を自ら伐採し採取（運
搬）を希望する企業や団体、個人などを公募します。
◆採取場所： 日野川0k000～17k000・

法勝寺川0k000～10k900までの区間
　　　　　　（ 日野川河川事務所河川区域内で民有地は

除く）
◆採取時期：令和８年２月27日金まで
◆募集期間：令和８年１月16日金まで
詳しくは日野川河川事務所ホームページをご確認く
ださい。
問い合わせ先

国土交通省日野川河川事務所 流域治水課
0859-27-2420

日野川河川内樹木の採取者募集
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▲ 伯耆町ホームページ
（子育て支援センター）

◀ 申込みは
こちら



こちらから蔵書検索できます！
二次元コードを読み取って、
町内の図書館資料を蔵書検索・
予約することができます。
※通信料は利用者負担となります。
※町内の図書館(室)で借りた本は、溝口図書館、
岸本図書館、二部公民館、日光公民館どこでも
返却できます。

※本が破損・汚損した場合は、そのままの状態で
　カウンターまでお持ちください。

どちらの図書館・公民館でも、図書の予約と返却ができます。 休館日

図書カレンダー9月
岸本図書館

日 月 火 水 木 金 土

出前図書館

予告なく変更する場合があります。詳しくは、図書館へお問い合わせください。

各教室 9月の予定 あたまイキイキ
音読教室

男性の日

9月10日(水)
10:30～11:30

と
き

溝口公民館2階
中会議室

と
こ
ろ

溝 口

9月17日(水)
10:30～11:30

と
き

溝口公民館3階
大会議室

と
こ
ろ

岸 本

9月24日(水)
10:30～11:30

と
き

岸本公民館2階
中会議室

と
こ
ろ

なかなか図書館へ行く機会がない人のために、出前図書館
を行っています。 ご希望の地区は図書館までご連絡ください。

9月2日(火)・9月16日(火) 13:30～16:00とき
溝口公民館２階 中会議室ところ

布絵本ちくちく教室
9月16日(火) 10:30～11:00とき
子育て支援センターところ

9月24日(水) 100円ランチ前

9月27日(土) わくわく土曜日
文化センター：

絵本を
元の位置に
戻しました

本の貸出しを
しています

溝口図書館
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日 月 火 水 木 金 土

図書つうしん
と しょ 溝口図書館

岸本図書館
二部公民館図書室
日光公民館図書室

TEL 62-0717
TEL 68-3605
TEL 62-7159
TEL 63-0306

ホームページ  https://www.houki-town.jp/book/

二部・日光公民館
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日 月 火 水 木 金 土

9月26日(金)～10月1日(水)とき

岸本図書館は通常通り開館しています。

職場体験（7/1～7/4）
溝口図書館・岸本図書館

おもちゃ作り教室
（7/23）

999ひきの
きょうだいの
おひっこしを
読みました
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　７月１日～７月４日まで、本校の２年生27名が、町内の14事業所で職場
体験学習に挑みました。
　今回の職場は、農業（酪農・農園）、レストラン、各種サービス業でしたが、

私も担当の事業所を訪問して生徒たちの様子を見守りました。
　最初に訪問した酪農家では、まず畜舎の中で天井に向けてはしごをかけて、太陽の熱を遮断する
シートを設置する作業を見学しました。畜舎の高い位置に大きな扇風機が回っていましたが、「屋根
からの熱を遮断し扇風機の効率を高める」だそうです。「乳牛は10頭で小規模な経営」とのことでし
たが、ここでは男子１名が働いていました。生徒は乳牛の体を専用のブラシで擦る作業をやっていま
したが、毛並みが整った牛も嬉しそうにしていました。
　次に訪問したレストランでは、溝口中学校からは男子生徒１名、岸本中学校からも女子生徒１名が
働いていました。午後１時過ぎに訪れましたが、客席は満席の状態でした。生徒は食事が終わった後
の食器等の片付けを行っていましたが、初日ということもあり慎重に食器等を持ち運んでいました。
　どの体験先でも、担当の方には厳しい中
にもやさしく見守りながら指導していただ
きました。今回、体験学習を受け入れいた
だいた事業所の皆さん、ありがとうござい
ました。

溝口中学校
「職場体験学習の受け入れ

ありがとうございました。」

溝口中学校 0859-62-1011問い合わせ先

　10月13日（月・スポーツの日）にリレーマラソン大会を開催します。３人一組でタスキを
つなぎ、秋風を感じながら走ってみませんか。多くの方の参加をお待ちしています。

町制20周年記念大会

▲ と　き 10月13日（月・祝日）8：30～ 12：00

▲ ところ 伯耆町総合スポーツ公園内道路周回コース

▲ 種　目 ・小学生男子の部、女子の部
 ・中学生男子の部、女子の部
 ・一般男子の部、女子の部
 ・ファミリーの部

▲ 距　離 3.9km（1.3km×3人）

▲ 申　込 ９月中旬受付開始予定
 （詳しくは防災無線、町HP等でお知らせします）

第2回伯耆町リレーマラソン大会  参加者募集

問い合わせ先 総合スポーツ公園 0859-68-3775

開
催
要
項

伯耆町出身のアスリートが参加

二岡　康平さん
（中電工陸上部、
2019年世界陸上マラソン日本代表）

招待選手

町制20周年記念
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いやなこと  すなおにいやだと
言ってみよう

岸本中学校 1年　大草　優介

ストレスは  仲間と話し  解決だ！
岸本中学校 1年　松原　陽翔

その言葉  未来を変える  力あり
岸本中学校 2年　屋敷　玲愛

人権啓発標語

毎月第3日曜日は「家庭の日」です。
家族団らんや家族そろっての行事などを通して、
子どもたちを心豊かに育てましょう。
※学年表記は令和6年度のもの

ふろあらい  えがおでみてて  お母さん
岸本小学校 3年　木下　綾大

合言葉  眉間のしわより  笑いじわ
二部小学校 家族　田中　沙耶花

さむい冬  家族の声は  あったかい
溝口中学校 3年　森岡　瑞季

入選作品第12回  家庭の日川柳

※学年表記は令和6年度のもの

住んで来て見て「ほっと」「うきうき」
小澤町長の

7
月
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出
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敬
称
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文字放送は
こちら➡

防災無線は
こちら➡

ホームページ上にて、文字放送や防災無線の放送
内容を確認することができます。

本気でやる町、伯耆町 『伯
ほう

耆
き

町は本
ほん

気
き

町』

　改めて、私たちの町の名前「伯耆町」について考えてみましょう。名前の由来は、古くから「伯
ほうきのくに

耆国」
と呼ばれていた旧国名のなごり。あるいは、「伯耆富士」などに由来していることは、町民の皆さん、近隣
の方ならご存じのことと思います。
　仮に日本全国の方に「伯耆町」と示した時、初見で「ほうきちょう」と読める方は一体どれくらいおられ
るでしょうか？非常に興味あるところです。
　先日、大阪関西万博の中で「とっとりフェス」が開催され、「伯耆町PRイベント」の時間をいただき、
伯耆町クイズや特典付きのじゃんけん大会などで伯耆町を紹介してきました。ステージイベントの中で、鳥
取県に来たことがある方？と問うと、参加者のほぼ100％の手が挙がりましたが、伯耆町については10％
強だったように思いました。まだまだ発信が足りない。町内はもとより、町外に向けても情報・魅力を発信し、
関係人口を増やすことが、人口減少の抑制、町の活性化につながると感じたところです。
　そこで、町民の皆さんにお願いがあります。今後、人口が減少すると考えたときに、不可欠なのが財源
の確保です。町民の皆さんと一緒にできることは、「ふるさと納税」の寄付者を増やすことです。これは、
町外居住の方からの寄付に限定されますので、町外のご親戚、知り合いの方に、ぜひご紹介いただきます
ようにお願いします。役場では、官民連携で返礼品の開発、発掘、確保、体験メニューの返礼品化など
を進めていきたいと考えています。
　町民みんなで「ふるさと納税」の推進、本気でやる町、伯耆町。皆さんのご協力をお願いいたします。

※ふるさと納税の申込みは、伯耆町ホームページからお願いします。

※住民基本台帳に基づく人口
　（令和7年8月1日現在）

人口 10,111人　 （+15人）
男 4,858人　 （+7人）
女 5,253人　 （+8人）
世帯 3,908世帯（+17世帯）

人口のうごき
人口動態
転入 46人
転出 26人
出生  6人
死亡 11人

HOUKI-TOWN Publ ic re la t ions  No. 249  2 025 September

15



令
和
7
年

発
　

行
／

伯
耆

町
役

場
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.houki-tow

n.jp/
編

　
集

／
企

画
課

町
づ

く
り

推
進

室
      制

　
作

／
有

限
会

社
米

子
プ

リ
ン

ト
社

2
0
2
5
9
月
号

N
o.24

9
ほ
き
う

広
報

大山ますみず高原  天空リフト
～空中散歩で絶景広がる感動パノラマへ～

町民割引券
※通常 大人1,500円・小人1,000円
※本券1枚で5名様までご利用いただけます。

お一人様 500円 （大人・小人共通）

有効期限 ：令和7年11月24日まで
大山ますみず高原天空リフト
西伯郡伯耆町大内桝水高原1069-50
℡0859-52-2228

美術館
だより

Vol.197

問い合わせ先
伯耆町立植田正治写真美術館 TEL：0859-39-8000
■メール ： bijyutsukan@houki-town.jp ■ホームページ ： https://www.houki-town.jp/ueda/
■開館時間／10:00～17:00（最終入館は16:30）■休館日／毎週火曜日（祝日の場合は翌日）

※ご来館の際は広報ほうき6月号無料招待券または免許証など住所のわかるものを提示してください。町民の方は入館無料です。

植田正治写真美術館

フォトスクール

１階D展示室
写真展のお知らせ

ただし ２・３階展示室の
観覧は有料

入館料：無料

現在開催中 ９月７日（日）まで

Ａ～Ｃ展示室（２、３階） 企画展 Ｄ展示室（１階） コレクション紹介展示

植田正治物語 写真するボク植田正治・写真を楽しむ

★サークルスウィング写真展
★第22回美術館友の会写真展
★ペンタックスリコーファミリークラブ山陰支部写真展
★第３４回鳥取県高文連写真部写真展
★サークルＵ写真展
★第２６回植田正治写真美術館フォトコンテスト入賞・入選作品展示
★第３２回伯耆町写真展

ーーーーーーーーー９月１７日（水）～９月２３日（火）
ーーーーーーーー９月２５日（木）～１０月６日（月）

１０月８日（水）～１０月２０日（月）
ーー１０月２２日（水）～１０月２７日（月）

ーーーーーーーーーーーー１０月２９日（水）～１１月３日（月・祝）

ーーーーーーーーーーー１１月５日（水）～１２月１０日（水）

　今年度も、６月中旬から７月末にかけてフォトスクールを実施いたしま
した。毎年梅雨時期の開催のため、悪天候に見舞われることが多い
のですが、今年は梅雨明けが早く、天候に恵まれたフォトスクールとな
りました。
　今年もキャノンマーケティングジャパン株式会社様から一眼レフカメ
ラをお借りし、町内の小中学校をはじめ、岸本公民館親子写真教室、
伯耆みらい、町外近隣のこども会など、計１０団体にご参加いただきま
した。ありがたいことに、今年は初めて参加してくださった町外の団体
様もあり、美術館や、写真やカメラへの興味関心が少しずつ広まって
いると感じられて、とても嬉しかったです。
　参加された方からは、「楽しかったー！」「撮影が楽しくて時間が足り
なかった」「友達が撮った写真を観るのも楽しいと思った」「（参加者
が撮影を楽しむ姿を見て）普段とは違う顔が見られて良かった」など
の嬉しい感想をたくさんいただき、約２時間のプログラムを楽しんでい
ただけたようでした。

岸本小学校３年生の撮影体験の様子

八郷小学校６年生の撮影体験の様子
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